
 
 
 
 いよいよ学年の締めくくりの月，3 月になりました。今年度は，臨時休業に伴う家庭学習，学校での

学童保育，分散登校，学校再開後の感染症対策等，大変お世話になりました。おかげさまで，子供たち

は健康を維持しつつ，安全安心を担保されながら学習に取り組むことができました。令和 3 年度もコロ

ナ以前に戻ることはできないかもしれません。また，新しい考え方のもと，学校も変わっていくことを

余儀なくされるかもしれません。しかし，子供の学びの場として，教職員一同，一人一人の健全な成長

のために，保護者，地域と連携しながら邁進してまいりますので，今後とも変わらぬご協力をお願いい

たします。一年間大変ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宇都宮市では，来年度から本格的にスタートするGIGA スクール構想推進に向けてオンライン研修を

始めました。この半年間「まなびポケット」を運用してきましたが，それを発展深化させた「Google for 
Education」を導入し，児童の日常の学習支援に加え，緊急事態にも活用できる‟個別最適化„が図れる

サービスとなっています。具体的な取り組みにつきましては，後日お知らせすることになると思います

が，タブレットを家庭に持ち帰り学習することも想定しておりますので，ご承知おきいただくとともに， 
ご理解とご協力をお願いいたします。 
 
 
 今年度から新学習指導要領がスタートし，「キャリアパスポート」が導入されました。児童の学びを

小・中・高とつなぎ，「将来子供たちが直面するであろう様々な課題に『柔軟かつたくましく対応』し，

社会人・職業人として自立していく（キャリア教育）ためです。そのための一番の先生は社会人・職業

人である両親です。時には悩んでいたことや昔の失敗談などを話せば，「わたしと同 
じだ。」「みんな悩むんだ。」と，社会に目が向くでしょう。そして，『困難に背を向け 
ないつよさ』を育んでくれると思います。学校でも次の学年へ，そして，中学校へと 
つないでいきます。 
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自分から あいさつ・けじめ・思いやり（令和２年度合言葉） 

上河内東小学校だより 
文責 校長 田沼広志 新しい生活様式：『３密避けて うがい・手洗い・マスクに換気』 

学年末 一年の締めくくりと来年度への準備を 

【令和 3 年度 1 学期の主な予定】 
・第1学期始業式：4月8日（木） 

・入学式 ：4月12日（月） 

・授業参観・PTA総会：4月21日（水） 

・家庭訪問：4月23日（金）～30日（金） 

・運動会 ：5月22日（土）※午前開催 

・夏季休業：7月22日（木）～8月26日（木） 

・個人懇談：7月26日（月）～30日（金） 

・第1学期終業式：10月8日（金） 

※詳しい年間予定は後日プリントでお知ら

せします。（正式な決定は4月です。） 

緊急事態宣言の発令により授業参観は中止と

なりました。ご対応ありがとうございました。

各種委員会につきましては，来年度に向けての

ご準備をよろしくお願いいたします。 



感染拡大が収束しない状況を鑑み，市教委から通達があり，本校としては次のように

決定いたしました。（学校医，薬剤師，PTA 執行部とも協議済） 
１．式典時間の短縮：40 分程度  ※呼びかけや歌唱など声を出す活動の見直し 
２．参加者：6 年児童，保護者（2 名まで），教職員 
３．1～5 年生児童：休業日 ※前日下校時 6 年生歓送 
☆県内及び市内の感染状況により変更する場合には，メール等でお知らせいたします。 

 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
教育委員会賞 6年 ライオンズクラブ 6年 

河宇地区善行児童 6年 ライオンズクラブ 6年 

宇都宮市青少年賞 6年 上河内地区善行者 2年 

上河内地区善行者 1年 上河内地区善行者 4年 

上河内地区善行者 3年 上河内地区善行者 6年 

上河内地区善行者 5年  

〇今後学校・地域のリーダー的存在となってくれることでしょう。おめでとうございました。 
〇他の児童も受賞者同様大変頑張りました。今後のさらなる飛躍を期待しています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 令和 2 年度は，新型コロナウイルス感染症への対応で苦慮した方が多かったのではないでしょうか。

熊代氏は「健康で清潔で，道徳的な秩序のある学校の先にあるもの」と題して次のように語っています。 
 『健康が望ましいのは当たり前。しかし，現代のように健康の定義が拡大すれば厳しく枠にはめられ，

長生きが義務になる。また，不健康な物や行動は不道徳とみなされる。そして，できない人は不信の目

で見られ社会から除外される。失敗すると這い上がれない社会。個性の時代と言われながら社会は個性を

望んでいない。多様性の尊重と言いながら，昭和の時代には許された多様な個人の生き方が許されなくなっ

てきている現実を振り返って考えてみてはどうか。』 
 学校教育でも個性の尊重を謳いながら，コロナ対応等では均一性を求めざるを得ないことも事実です。

この提言を胸に，状況に応じたバランスのよい教育に心がけていきたいと思います。 

 6 年生にとって最後の思い出作りの機会の一つです。社会的状況に合わせ，マスク

の常時着用，3 密の回避，グループを作ってのゲームの見直しなどを行い，何とか当

日を迎えられました。下級生の思いを胸に，新しい環境にもへこたれずに，中学校

で飛躍してくれることを期待しています。 

予算削減のため白黒印刷にしております。ご容赦ください。カラー版はホームページでご覧ください。 

5 年生を中心とした代表委員会が計画を練り心温まる会となりました。6年生一人一

人の紹介や 6 年間の思い出のアルバムを見ながら，自分の成長を感じていました。 

個人情報保護のため，ホ

ームページ上では，児童名

はカットさせていただきま

す。ご了承ください。 


